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	応用
	抗原情報
	背景
	ジンクフィンガータンパク質397（ZNF397）ホモサピエンス この遺伝子はN末端にSCANドメインを持つタンパク質をコードし、長いアイソフォームはC末端ドメインに9つのC2H2型ジンクフィンガーリピートを含む。このタンパク質は間期および前期初期にセントロメアに局在し、トランスフェクション研究において、異なるアイソフォームが転写を抑制または活性化する可能性がある。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されている。さらにバリアントも報告されているが、その生物学的妥当性は未だ確立されていない。 [RefSeq提供、2009年10月],機能：アイソフォーム3はDNA依存性転写抑制因子として作用する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：krueppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属する。,類似性：1つのSCANボックスドメインを含む。,類似性：9つのC2H2型ジンクフィンガーを含む。,サブユニット：アイソフォーム1と3は、ホモ会合およびヘテロ会合の両方が可能である。アイソフォーム1のホモ会合はSCANドメインの存在に依存する。,組織特異性：精巣で強く、骨格筋、膵臓、前立腺で中等度に、心臓、胎盤、肝臓、腎臓、脾臓、胸腺、小腸で弱く発現する。,
	研究分野
	-
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	ZNF397抗体を用いたHeLa細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ZNF397ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

